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令和８年度

熊　　谷　　市　　

Ｒ８元荒川第４処理分区下水道工事（第４工区）

熊谷市大原四丁目地内

数　量　計　算　書（工事大要）



推進

補助 補助 単独

【 工 事 大 要 】

工事延長 m 20.0 113.2 37.5 170.7

管渠（鋼管φ400）推進工 m 18.6 18.6

管渠（VUφ200）開削工 m 105.8 36.6 142.4

立坑工 式 1 1

補助地盤改良工 式 1 1

組立１号マンホール設置工 箇所 2 4 1 7

組立楕円マンホール設置工 箇所 2 2

小型塩ビマンホール設置工 箇所 2 2

マンホール（内径φ1200）改修工 箇所 3 3

取付管設置工 箇所 8 4 12

付帯工 式

項目 単位
開削

設計計算合計 摘　要
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令和８年度

Ｒ８元荒川第４処理分区下水道工事（第４工区）

熊谷市大原四丁目地内

数量計算書【推進・補助】



(1) 内径400mmさや管・内径200mm本管推進工（泥水式推進）

(2) 立坑工(鋼製ケーシング)

(3) １号組立マンホール設置工

(4) 補助地盤改良工(薬液注入工)

(5) 付帯工
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工　種 種　別 細　別 摘　要 単位 数量 設計数量 摘要

路線延長 ｍ 20.00 20.00

管渠延長 ｍ 19.10 19.10

推進延長 ｍ 18.55 18.55

推進工法用鋼管
推進用鋼管 φ400　L=1.20ｍ 本 16 16

発生土処理 ｍ3 2.16 2
硬質塩化ビニル管

挿入用本管 φ200　L=1.33ｍ 本 14 14

スペーサー 個 14 14

中込め 注入量 ｍ3 1.54 1.5

立坑内管布設工

硬質塩化ビニル管 ｍ 0.55 0.6

仮設備工

坑口工 発進 箇所 1 1

鏡切り工 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ（発進） 箇所 1 1

鏡切り延長 ｍ 2.40 2

推進設備等設置撤去 推進用機器据付撤去工 箇所 1 1

先導体据付工 台 1 1

先導体マンホール搬出工 台 1 1

中込め注入設備工 箇所 1 1

送排泥設備工 送排泥設備 式 1 1

泥水処理設備工 泥水処理設備 式 1 1

泥水運搬処理 ｍ3 4.70 4.70

数　量　総　括　表　

管きょ工【小口径推進管径200mm・鋼製さや管推進工法】

鋼製さや管泥水推進工



工　種 種　別 細　別 摘　要 単位 数量 設計数量 摘要

数　量　総　括　表　

立坑土工 掘削 m3 9.81 10

埋戻工 再生砂 m3 2.44 2

コンクリート m3 2.75 3

残土処分 m3 9.81 10

鋼製ケーシング立坑 呼び径φ2,000㎜ 立坑深 h=2.727m 箇所 1 1 №1183-2-1立坑

組立マンホール工 組立1号マンホール マンホール深 h=2.112m 箇所 1 1 №1183-2-1

マンホール深 h=2.162m 箇所 1 1 №1184-1

二重管ストレーナ工法
薬液注入工 複相式 箇所 2 2

本 12 12

注入設備据付、解体工 現場 1 1 車上プラント

舗装撤去工 舗装版切断 As t≦15㎝ ｍ 7.29 7

舗装版破砕工 As t≦15㎝ m2 4.01 4

As殻運搬処分 As t≦15㎝ m3 0.20 0.2

舗装復旧工 下層路盤工 RC-40 t=30cm m2 2.61 3

上層路盤工 RM-40 t=15cm m2 2.61 3
仮復旧表層工 再生密粒度ｱｽｺﾝ
1.4ｍ未満 t=5cm m2 3.48 3

立坑工（鋼製ケーシング）

マンホール設置工

補助地盤改良工

付帯工



(1) 内径400mmさや管・内径200mm本管推進工
(泥水式推進)



　管 種　； さや管φ400　本管φ200

　土 質　；　玉石混り土（Ⅱ）

ｍ 20.00

ｍ 19.10

ｍ 18.55

ｍ 0.55

推進工法用鋼管　φ400　L=1.20ｍ 本 16

硬質塩化ビニル管　φ200　L=1.33ｍ 本 14

スペーサー 個 14

ｍ3 1.54

ｍ
3 2.16

ｍ3 4.70

路　線　延　長

1-1.　推 進 工 集 計 表

名　　　称 種　　　別 単位 数　　量 備　　 考

路  線  概  要 さや管工法・泥水式推進

管　渠　延　長

推　進　延　長

空　布　延　長

管　　本　　数

中込注入工

発生土処理量

泥水処分量



坑 ロ 工 発進立坑 箇所 1

鏡 切 り 小型立坑（発進） 箇所 1

推進設備 据 付・撤 去 箇所 1

据 換 箇所

先導体据付 台 1

先導体搬出 台

先導体マンホール搬出 台 1

先導体組立・整備 回

中込注入設備 箇所 1

設置・撤去 式 1

設置・撤去 式 1

名　　　称 種　　　別 単位 数　　量 備　　 考

1-1.　推 進 工 集 計 表

仮 設 備 工

送排泥設備工

泥水処理設備工



　1-2.　内径200㎜推進工（鋼製さや管 ボーリング式 一重ケーシング方式）
中込注入

A2=π/4･(

0.390^2

-0.216^2)

φ400 φ200 φ200 =0.083

発進 到達 L Ls1=Ls2+0.40m Lh1 Ls2 L=1.20 L=1.33 個/1.33m Ls2 V2=Ls2･A2

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ 本 本 個 ｍ ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

桁数 - - 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0↑ 0↑ 0↑ 0.00 0.00 0.00 0.00

1183-2 No.1183-2-1 No.1184-1 20.00 18.95 19.10 18.55 0.55 16 14 14 18.55 2.16 4.70 1.54

計 20.00 18.95 19.10 18.55 0.55 16 14 14 18.55 2.16 4.70 1.54 

推進
延長路線

番号

立坑番号 路線
延長

さや管
管渠
延長

本管
管渠
延長

空伏せ
延長

本管
挿入工

管　材　料

鋼管 本管 ｽﾍﾟｰｻ-

発生土
処理量

※物質収支
　計算より

泥水
処理量

※物質収支
　計算より



　1-3.　仮  設  備  工

送排泥
設備

泥水処理
設備

II型 皿型

内径φ200mm（鋼管径φ400mm）

1183-2 400 1 1 1 1 1 1 1 1

 計  1 1 1 1 1 1 1 1

路線№ 呼び径

坑 ロ 鏡 切 り 推 進 設 備 等

中込め
注入設備

先導体
据付

先導体
搬出

先導体
ﾏﾝﾎｰﾙ
搬出

立坑基礎
設置
撤去

設置
撤去

発進 到達
既設
人孔

鋼矢板
ライナー
プレート

小型
立坑

推進用機器
据付・撤去

推進用機器
据換

先導体
組立・整備

支圧壁



(2) 立坑工(鋼製ケーシング)



　2-1.　鋼製ケーシング立坑数量計算書（φ2000mm）

上部
撤去長 切断長 撤去 刃先 ｹｰｼﾝｸﾞ

重量 h7 h9 L1 L2 L2 (t=16mm)
(ｽｸﾗｯﾌﾟ) v1=π/4･ v2= v3= v4= v5= v6= v9=π/4･ v10= h3-h6

6.3 (呼径+2t)^2 0.70m3/m 0.87m3/m 0.10m3/m 0.04m3/m 0.08m3/m (呼径)^2 v9×0.15
m/箇所 L=呼径 W=h6･ =3.24m3/m (再生砂) V2=(a- (コンクリート) V3=(a- (レジン管) (VU200管) (VU300管) V7=V3- =3.14m2 =0.47m3 ※控除前

H 計 h3 h4 h5 h6 ･π+h6･4 0.818t/m V1=h3･v1 h8=h7-h2 v2)･h8 h9=H-h7 v3)･h9 V4=L1･v4 V5=L2･v5 V6=L3･v6 V4-V5-V6 V8=V1 a
ｍ - ｍ N値 ｍ N値 ｍ N値 ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｔ m3 ｍ m3 ｍ m3 m3 m3 m3 m3 m3 m2 m3 個 ｍ 回 m3 箇所 ｍ m2 m2 m3

桁数 0.000 - 0.00 - 0.000 - 0.000 - 0.000 0.000 0.00 0.000 0.00 0.000 0.00 0.000 0.00 0.000 0.00 0.000 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0.00 0.00 0.00

0.05 ≦5 ≦30 粗石 1 1.500 0.95
No.1183-2-1 2.727 市道 0.50 ≦30 ≦50 巨石 3.027 3.027 0.077 6.30 1.423 11.98 1.164 9.81 1.000 2.44 1.227 2.79 0.04 2.75 9.81 3.14 0.47 1 1.577 1 1 7.29 4.01 3.14 0.20

≦5 ≦30 ≦30 (0箇所) (1箇所) (1箇所) (平均11.98) (1箇所) (1箇所) (0箇所)
計 (1箇所) - - ≦30 ≦50 ≦50 3.027 3.027 - 6.30 - 11.98 1.16 9.81 - 2.44 - - - - - 2.75 9.81 3.14 0.47 1.00 1.58 1 1 7.29 4.01 3.14 0.20

引上げ
長

※h3は
少数第1位に
切下

粘性土 砂質土 転石混じり土

控除3 間詰
コンク
リート

下部量 控除1 控除2

ｹｰｼﾝｸﾞ存置
底部砕石
RC-40

t=0.20m

底部
ｺﾝｸﾘｰﾄ
t=0.15m

施工
余裕
(GL～
天端)

ｹｰｼﾝｸﾞ
溶接

箇所数

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去 土工

掘削
土量

埋戻工(再生砂) 埋戻工(コンクリート)

発生土
処分

延長
埋戻高 埋戻高

上部高
上部土

量
下部高

仮設
ｹｰｼﾝｸﾞ
L=2.5m

うわ水
排水・
ｽﾗｲﾑ

(泥水)
処分

円形
覆工板
φ2000

舗装工（付帯工に含む）

舗装
切断
延長

舗装
面積

路盤
面積
(埋戻
面積)

ｶﾞﾗ
処分量

立坑番号
立坑深 舗装種別

舗装厚
h1

圧入掘削積込み
（掘削深）舗装

復旧厚
h2



　舗装取壊・道路復旧 ※ 付帯工において計上

舗装切断工
15ｃｍ以下 (2.00 ＋ × × 8 = ｍ

濁水処理工
舗装厚5ｃｍ × = m3

舗装破砕工
15ｃｍ以下 {(2.00 ＋ × /2}

× {(2.00 ＋ /2} /2 × 16 = m2

アスコンガラ処分工 4.01 × = m3

　道路仮復旧工 ※ 付帯工において計上

下層路盤工(市道)
t=30cm ( 2.00 ＾2 － ＾2) ×　π/4 × 1 = m2

上層路盤工(市道)
t=15cm ( 2.00 ＾2 － ＾2) ×　π/4 × 1 = m2

仮復旧工(市道)
t=5cm 4.01 － ＾2 ×　π/4 × 1 = m2

※八角形切断

0.20) tan(22.5°) 7.29

　2-2.　付帯工　　　　No.1183-2-1       発進立坑（鋼製ケーシング立坑φ2000） 

種　　別 計  算  式 数　　量

0.20) 4.01

0.05 0.20

0.20) tan(22.5°)

0.00130 m3/m 7.29 0.009

0.82 2.61

0.82 2.61

0.82 3.48



(3) １号組立マンホール設置工



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔組立１号マンホール工〕

設置工 箇所 2 2 2

底版（Ⅰ種） 130cm 個 2 2 2

躯体ブロック（Ⅰ種） 90cm 個

120cm 個

150cm 個 1 1 1

180cm 個 1 1 1

210cm 個

直壁ブロック（Ⅰ種） 30cm 個

60cm 個

90cm 個

120cm 個

150cm 個

240cm 個

斜壁ブロック(600/900) 30cm 個

45cm 個 1 1 1

60cm 個 1 1 1

調整リング 5cm 個 1 1 1

10cm 個 1 1 1

15cm 個

調整ホルダー 3個1組 組 2 2 2
調整高89mm÷40mm/袋(25kg)

無収縮超早強モルタル 25kg 袋 2.2 2.2 2

蓋・受枠 T-25 組

T-14 組 2 2 2

ﾛｯｸ付転落防止用梯子 組 2 2 2

3-1.　数　量　計　算　集　計　表

＝2.2 袋(25kg)



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

削孔 VU200 箇所 3 3 3

VU250 箇所

鏡切り VU200 箇所

可とう継手 VU200 箇所 3 3 3

VU200　推進用 箇所 2 2 2

人孔深3m以下 箇所 2 2 2

人孔深4m以下 箇所

人孔深5m以下 箇所

底　部　工 箇所 2 2 2

立坑内底部調整工 型枠 ㎡ 1.09 1.09 1.09

コンクリート ㎥ 0.30 0.30 0.30

3-1.　数　量　計　算　集　計　表



　3-2.　１号組立マンホール数量計算書

t-14 t-25 600/ 600/ 600/ 900/ 600/ 600/ 600/
900 900 900 1200 1200 1200 1200 φ200 φ250

50 100 150 300 450 600 300 300 450 600 300 600 900 1200 1500 1800 2100 2400 900 1200 1500 1800 2100 2400 130
組 組 組 組 mm 組 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 箇所 箇所 -

桁数 0.000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

1183-2-1 2.112 * 1 1 22 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1184-1 2.162 * 1 1 67 1 1 1 1 1 2 1 2 1

(平均) (2.137) *
計 4.274 * 2 2 89 2 1 1 1 1 1 1 2 3 2 3 2

25kg 12.5kg 6.2kg

2 * 56 2 3 3

人孔番号

人孔深
*は設置工

計上

鉄蓋(110)
管理
番号
ｷｬｯ
ﾌﾟ

転落
防止
梯子

ｍ

底
部
工

1号直壁
(Ⅰ種)

VU･
VP･
VM

VU･
VP･
VM

1号躯体
(Ⅰ種)

底版
(Ⅰ)

可とう継手

VU200
VU200
推進

削孔
無収
縮ﾓﾙ
ﾀﾙ調
整高
20～
69mm

高さ
調整
部材
ｾｯﾄ
M16

調整ﾘﾝｸﾞ
(SUSﾎﾞﾙﾄ
×3本)

1号斜壁 2号斜壁

(箇所) ﾓﾙﾀﾙ量(kg) (本)
設置工 無収縮ﾓﾙﾀﾙ(袋) SUSﾎﾞﾙﾄ

高×0.625=



下 立 コ 型 コ 備

マ 流 坑 ン ン

 ン 管 基 ク ク

 ホ 管 礎 リ リ

 │ 底 天 │ │

 ル 高 端 ト 枠 ト 考

 番 高 高

 号

H1 H2 ｔ A1 V1

ｍ ｍ ｍ ｍ2 ｍ3

№ 1183-2-1 28.098 27.483 0.315 1.09 0.30

№

№

№

№

№

№

№

№ 単位数量表

L D 型枠(a1) ｺﾝｸﾘｰﾄ(v1)

№ 人孔形状 ｍ ｍ ｍ2/ｍ ｍ3/ｍ

１号 0.300 1.100 3.456 0.950

№ ２号 0.370 1.450 4.555 1.651

３号 0.370 1.800 5.655 2.545

コンクリート高 ｔ ＝ (Ｈ1 － Ｌ)－ Ｈ2

№

 　計 1.09 0.30

3-3.　立坑内マンホール下部調整コンクリート数量計算書



(4) 補助地盤改良工(薬液注入工)



　4-1.　薬液注入工 注入量計算書(二重管ストレ-ナ工法 複相式)

改良体 注入量 1本当り注入量

瞬結 緩結 瞬結 緩結 計

N値 率 N値 率 N値 率 N値 瞬:緩 N値 瞬:緩 N値 瞬:緩

0～10 36 0～10 40.5 0～4 28 0～10 1:1 0～10 1:0 0～4 1:0

10～50 36 10～20 40.5 4～8 24 10～50 1:2 10～20 1:1 4～8 1:0
50以上 31.5 20～30 40.5 50以上 1:2 20～30 1:2

S1÷ 30～40 31.5 30～40 1:3 V･α･ V･α･

1.0m2 L-H S1×H1 S1×H2 S1×H3 40以上 31.5 40以上 1:4 β1/Σβ β2/Σβ V4/N V5/N V6+V7

S1 N L L1 L2 L3 Ｈ H1 H2 H3 DP V1 V2 V3 瞬結 緩結 瞬結 緩結 瞬結 緩結 V4 V5 V6 V7 Qs

（ｍ2） (本) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) （ｍ3） （ｍ3） （ｍ3） β1 β2 β1 β2 β1 β2 (kL) (kL) (㍑) (㍑) (㍑)

桁数 0.00 0↑ 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 - 0.000 - 0.000 - 0.000 0.00 0.00 0.00 0 0 0 0 0 0 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

No.1183-2-1発進立坑下流 5.80 6 3.239 3.239 2.955 2.955 10～50 0.284 17.14 1 2 2.057 4.114 342.833 685.667 1,028.500

No.1184-1到達人孔上流 5.77 6 3.239 3.239 2.955 2.955 10～50 0.284 17.05 1 2 2.046 4.092 341.000 682.000 1,023.000

12

箇
　
　
所

改
良
面
積

本
数

削孔長

土
被
長

対象土量

Ｎ
値

粘
性
土

Ｎ
値

礫
質
土

砂
質
土

粘
性
土

礫質土 砂質土 粘性土

注入率 注入比率

削
孔
長

礫
質
土

砂
質
土

粘
性
土

改
良
高

礫
質
土

Ｎ
値

砂
質
土

砂質土 粘性土礫質土

36.0

α1 α2 α3

(％) (％) (％)

0.0 0.0 0.0

36.0

合　　　計



　4-2.　薬液注入工 面積計算(二重管ストレ-ナ工法 複相式)

全体 控除1 控除2 計

Ｗ Ｌ Ｄ W･L π/4･D^2/2 S1

（ｍ） （ｍ） （ｍ） （m2） （m2） （m2） （m2）

桁数 0.00 0.000 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

No.1183-2-1発進立坑下流 2.455 3.000 2.00 7.37 1.57 5.80

No.1184-1到達人孔上流 2.455 2.525 1.05 6.20 0.43 5.77

面積
概　略　図 箇所 幅 長さ 立坑径

Ｌ

Ｗ

Ｄ



(5) 付帯工



5-1.　付帯工集計表

　工　種　・　種　別 仮復旧工 本復旧工

【舗装取壊し工】

舗装版切断工　15cm以下 7.29 7.29 ｍ

舗装版破砕工　15cm以下 4.01 4.01 ｍ2

As殻処分　15cm以下 0.20 0.20 ｍ3

【舗装復旧工（仮復旧）】

下層路盤工（RC-40）t=30cm 2.61 2.61 ｍ2

上層路盤工（RM-40）t=15cm 2.61 2.61 ｍ2

表層工（再生密粒度As）t=5cm 3.48 3.48 ｍ2

計



　5-2.　舗装復旧集計（仮復旧） ※詳細は立坑数量計算書参照

As舗装版切断 濁水処分
t=4cm 下層路盤 上層路盤 仮復旧

撤去 0.0011 RC-40 RM-40 再密As
分　類 舗装種別 舗装厚 t=5cm t=30cm t=15cm t=5cm

t=15cm 0.0013 t=15cm (切削) t=15cm 重量 瀝青なし
以下 t=12cm 以下 以下 2.35

0.0028 t/m3
ｍ ｍ m3 m2 m2 m3 t m2 m2 m2

桁数 - - 0.00 0.00 0.000 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

No.1183-2-1 発進立坑 市道 0.05 7.29 0.009 4.01 0.20 0.47 2.61 2.61 3.48

計 - - 7.29 0.009 4.01 - 0.20 0.47 2.61 2.61 3.48

復旧種別

As舗装版破砕 Asガラ処分 市　道

仮復旧(埋戻時)

-
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項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔呼び径200mm管布設工〕

路線延長 ｍ 113.2 113.2 113

管渠延長 ｍ 105.8 105.8 106
ゴム輪受口直管

硬質塩化ビニル管 φ200×4000 本 17.7 17.7 18
ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管

硬質塩化ビニル管 φ200×4000 ｍ 8.8 8.8 9

ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう性継手 個 11.0 11.0 11
建て込み簡易土留 本管

土留延長 H=2.0m ｍ 56.2 56.2 56 32.2 +
建て込み簡易土留

H=2.5m ｍ 37.0 37.0 37
建て込み簡易土留

H=3.0m ｍ 11.0 11.0 11
建て込み簡易土留

H=3.5m ｍ 33.0 33.0 33

BH山積0.28m3

砂基礎 再生砂 ｍ3 9.9 9.9 10
BH山積0.28m3 本管

掘削 ｍ3 295.7 295.7 300 265.3 +
BH山積0.28m3 本管

埋戻 再生砂 ｍ3 37.3 37.3 40 29.8 +
BH山積0.28m3 本管

発生土 ｍ3 189.9 189.9 190 172.2 +
本管

発生土処分 BH山積0.28m3＋4tDT ｍ3 84.7 84.7 80 74.0 +

※舗装は付帯工で計上

（補助）数　量　計　算　集　計　表　１

取付管

取付管

取付管

取付管

取付管
24.0

30.4

10.7

7.5

17.7



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔１号組立マンホール工〕

設置工 箇所 4 4 4

底版 個 4 4 4

躯体ブロック 150cm 個 1 1 1

180cm 個 3 3 3

斜壁 45cm 個 2 2 2

60cm 個 2 2 2

直壁 30cm 個 1 1 1

調整リング 5cm 個 3 3 3

10cm 個

15cm 個 1 1 1

調整ホルダー 3個1組 組 4 4 4
調整高237mm÷40mm/袋(25kg)

無収縮超早強モルタル 25kg 袋 5.9 5.9 6 ＝5.9 袋(25kg)

蓋・受枠 T-14 組 4 4 4

ﾛｯｸ付転落防止用梯子 組 4 4 4

削孔 VU200 4 4 4

VU150 1 1 1

人孔深3m以下 箇所 4 4 4

人孔深4m以下 箇所

底　部　工 箇所 7 7 7

（補助）数　量　計　算　集　計　表　２



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔楕円組立マンホール工〕

設置工 箇所 2 2 2

底版 個 2 2 2

躯体ブロック 120cm 個 2 2 2

180cm 個

斜壁 30cm 個

45cm 個 2 2 2

60cm 個

直壁 30cm 個

60cm 箇所 1 1 1

90cm 箇所 1 1 1

調整リング 5cm 箇所 1 1 1

15cm 箇所 1 1 1

調整ホルダー 3個1組 2 2 2
調整高81mm÷40mm/袋(25kg)

無収縮超早強モルタル 25kg 箇所 2.0 2.0 2

蓋・受枠 T-14 ｍ3 2 2 2

ﾛｯｸ付転落防止用梯子 個 1 1 1

削孔 VU200 個 1 1 1

VU150 個

人孔深2m以下 個 1 1 1

人孔深4m以下 個 1 1 1

底　部　工 個 2 2 2

（補助）数　量　計　算　集　計　表　３

＝2 袋(25kg)



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔小型塩ビマンホール〕
起点・段差部

本管径φ200～250 深さ2ｍ以下 箇所
〃

深さ3.5ｍ以下 箇所
中間点・曲点部
深さ2ｍ以下 箇所 1 1 1

〃
深さ3.5ｍ以下 箇所 1 1 1

鋳鉄製防護蓋設置工 箇所 2 2 2

自在継手 個

くら型マンホール継手 φ300-200 個
マンホール蓋（受枠共）

台座含む T-14 組 2 2 2

（補助）数　量　計　算　集　計　表　４



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔マンホール（内径φ1200）改修工〕

設置工 箇所

底版 個

躯体ブロック 150cm 個

180cm 個

斜壁 45cm 個

60cm 個

直壁 30cm 個

調整リング 5cm 個

10cm 個

15cm 個

調整ホルダー 3個1組 組

無収縮超早強モルタル 25kg 袋

蓋・受枠 T-14 組

ﾛｯｸ付転落防止用梯子 組

削孔 VU200 1 1 1

VU150

人孔深3m以下 箇所

人孔深4m以下 箇所

底　部　工 箇所 3 3 3

（補助）数　量　計　算　集　計　表　５



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔取付管工〕

設置工 箇所 8 8 8

塩ﾋﾞｷｬｯﾌﾟ φ150mm 個 8 8 8

取付管布設工 ｍ 30.71 30.71 31  平均長：3.53m

ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管 φ150mm ｍ 29.54 29.54 30

30ﾟ自在曲管 φ150mm 個 7 7 7

接着受口ｶﾗｰ φ150mm 個 9 9 9
塩ﾋﾞ管用

支管取付工 φ200×150mm 箇所 7 7 7

ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう継手 φ150 個 1 1 1

※掘削・埋戻・発生土処分は
管布設工で計上

※舗装は付帯工で計上

（補助）数　量　計　算　集　計　表　６



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔付帯工〕

As舗装版切断 t=15cm以下 ｍ 281.5 281.5 280

As舗装版破砕 t≦15cm ㎡ 655.8 655.8 660

As廃材処理 ｍ3 32.8 32.8 33
市道車道

　下層路盤工 　RC-40 t=30cm ㎡ 121.7 121.7 122
市道車道

　上層路盤工 　RM-40 t=15cm ㎡ 121.7 121.7 122
市道車道 　再生密粒度ｱｽｺﾝ

　仮復旧表層工 　t=5cm ㎡ 121.7 121.7 122

　再生密粒度ｱｽｺﾝ
本復旧表層工 　t=5cm ㎡ 534.1 534.1 534

　不陸整正工 　補足材 t=4cm ㎡ 534.1 534.1 534

実線 (白色)
　区画線設置工 幅15cm ㎡ 96.4 96.4 96

実線 (白色)
幅45cm ㎡ 1.6 1.6 2

破線 (白色)
幅30cm ㎡ 3.0 3.0 3

グリーンベルト
幅30㎝換算 ㎡ 96.4 96.4 96

矢印・記号・文字（白色）
幅15㎝換算 ㎡ 50.8 50.8 51

矢印・記号・文字（黄色）
幅15㎝換算 ㎡ 14.5 14.5 15

（補助）数　量　計　算　集　計　表　７



1． φ 200mm 管 布 設 工



φ200mm 管 布 設 工 総 括 表
たて込み たて込み たて込み たて込み たて込み ※

単位 簡易土留 簡易土留 簡易土留 簡易土留 簡易土留 小計 取付管 小計  合　計
H=1.5m H=2.0m H=2.5m H=3.0m H=3.5m H=2.0m

　路線延長 ｍ 32.20 37.00 11.00 33.00 113.20 113.2

　基礎延長 ｍ 30.67 33.85 9.95 30.25 104.72 104.7

　管渠延長 ｍ 30.83 34.30 10.10 30.58 105.81 105.8

　硬質塩化ビニル管(ゴム輪受口直管)φ200×4000 本 5.7 5.6 1.5 4.9 17.7 17.7

　硬質塩化ビニル管(ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管)φ200×4000 ｍ 2.0 3.0 1.0 2.8 8.8 8.8

　マンホール用可とう性継手 個 1 4 2 4 11 11

　土留延長 ｍ 32.20 37.00 11.00 33.00 113.2 24.0 24.0 137.2

　砂基礎  BH=0.28m3 ｍ3 2.9 3.2 0.9 2.9 9.9 9.9

　掘　削  BH=0.28m3 ｍ3 58.5 81.8 27.4 97.6 265.3 30.4 30.4 295.7

　埋戻し(再生砂)BH=0.28m3※Ａ区分(砂基礎と別計上) ｍ3 8.4 9.8 2.9 8.7 29.8 7.5 7.5 37.3

　埋戻し(発生土)BH=0.28m3 ｍ3 32.0 51.3 18.4 70.5 172.2 17.7 17.7 189.9

　発生土処分  BH=0.28m3+ＤＴ4t ｍ3 22.9 24.8 7.0 19.3 74.0 10.7 10.7 84.7

 ※舗装取壊・道路復旧は付帯工で計上

　As舗装版切断(t=15cm以下) ｍ 64.4 74.0 22.0 66.0 226.4 226.4

　As舗装版破砕(t≦15cm) ㎡ 30.6 35.2 10.5 31.4 107.7 107.7

　As廃材処理 ｍ3 1.6 1.8 0.5 1.5 5.4 5.4

　ブロック撤去工 県歩道(ブロック) ㎡

　路盤工(t=10cm) 国道歩道・市道歩道 ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝3cm　ｂ＜1.6ｍ） 国道歩道・市道歩道 ㎡

　路盤工(上層t=18cm,下層t=15cm) 県歩道(ブロック) ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝3cm　ｂ＜1.6ｍ） 県歩道(ブロック) ㎡

　路盤工(上層t=15cm,下層t=30cm) 市道車道 ㎡ 30.6 35.2 10.5 31.4 107.7 107.7

　表層仮復旧（ｔ＝5cm　ｂ＜1.4ｍ） 市道車道 ㎡ 30.6 35.2 10.5 31.4 107.7 107.7

　路盤工(上層t=25cm,下層t=29cm) 国道(B-3) ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝10cm　ｂ＜1.6ｍ）国道(B-3) ㎡

　路盤工(上層t=37cm,下層t=25cm) 第2北車道 ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝5cm　ｂ＜1.6ｍ） 第2北車道 ㎡

　路盤工(上層t=38cm,下層t=38cm) 第2北巻込 ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝7cm　ｂ＜1.6ｍ） 第2北巻込 ㎡

　砂利道復旧工（ｔ＝15cm） 市道・私道 ㎡

　路盤工(上層t=15cm,下層t=30cm) 私道(AS) ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝5cm　ｂ＜1.6ｍ） 私道(AS) ㎡

項　　　　　目



管　渠　布　設　一　覧　表
　管径φ200mm 硬質塩化ビニル管 (たて込み簡易土留 Ｈ=２．００ｍ)

マ　 管体 可 くら 舗装
路 人 路 ンに 掘削延長 本数 とう 型 掘削深 掘 平 掘削 土留延長 TYPE
線 孔 線 ホよ RR管 マン マン 上流側 削 砂基礎 均 現況
番 番 延 ｜る 基礎延長 4m/本 ホー ホー 幅  t= 掘 BH=0.20 BH=0.20 発生土 掘削深 Ａｓ Ａｓ As As 国道歩道・市道歩道 県歩道(ブロック) 市道車道 私道(AS) 第二北大通り 国道(B-3) 市道・私道 表層厚
号 号 長 ル減 PE管 ル ル 掘削深 0.10m 削 人力 機械Ａ 処分 2.00ｍ 厚さ 厚さ t≦15 15<t≦35 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 砂利 復旧

等長 管渠延長 4m/本 継 継 下流側 深 併用 発生土 山ｽﾞﾘ 以下 15cm以下 45cm以下 (㎡) (㎡) 3cm 3cm 5cm 5cm 5cm 5cm 15cm 舗装厚
(ｍ) (ｍ) (ｍ) (本) 手 手 (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (ｍ)
L1 B V6 H V1 V2 V3 V3 V4 L2 L3 L3 V5 V5 A A A A A A A

1183-1-1 14.20 2.4 1 1.876 13.5  市道車道
1183-1 0.71 13.49 0.05

1183-1-2 14.20 0.63 13.57 1.0 1.962 0.95 1.3 1.919 25.2 3.7 13.5 10.2 14.20 28.4 0.7 13.5 0.500
1183-1-2 18.00 3.3 1.962 17.1  市道車道

1183-1 0.82 17.18 0.05
1183-2-1 18.00 0.74 17.26 1.0 2.027 0.95 1.6 1.995 33.3 4.7 18.5 12.7 18.00 36.0 0.9 17.1 0.500

32.20 5.7 30.6
1.530 30.67

合計 32.20 1.370 30.83 2.0 1 2.9 58.5 8.4 32.0 22.9 32.20 64.4 1.6 30.6

舗装破砕
埋　戻 舗装切断延長 及び 舗 装 復 旧

(※片側切断) 廃材処理
BH=0.20
機械Ｂ



管　渠　布　設　一　覧　表
　管径φ200mm 硬質塩化ビニル管 (たて込み簡易土留 Ｈ=２．５０ｍ)

マ　 管体 可 くら 舗装
路 人 路 ンに 掘削延長 本数 とう 型 掘削深 掘 平 掘削 土留延長 TYPE
線 孔 線 ホよ RR管 マン マン 上流側 削 砂基礎 均 現況
番 番 延 ｜る 基礎延長 4m/本 ホー ホー 幅  t= 掘 BH=0.20 BH=0.20 発生土 掘削深 Ａｓ Ａｓ As As 国道歩道・市道歩道 県歩道(ブロック) 市道車道 私道(AS) 第二北大通り 国道(B-3) 市道・私道 表層厚
号 号 長 ル減 PE管 ル ル 掘削深 0.10m 削 人力 機械Ａ 処分 2.50ｍ 厚さ 厚さ t≦15 15<t≦35 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 砂利 復旧

等長 管渠延長 4m/本 継 継 下流側 深 併用 発生土 山ｽﾞﾘ 以下 15cm以下 45cm以下 (㎡) (㎡) 3cm 3cm 5cm 5cm 5cm 5cm 15cm 舗装厚
(ｍ) (ｍ) (ｍ) (本) 手 手 (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (ｍ)
L1 B V6 H V1 V2 V3 V3 V4 L2 L3 L3 V5 V5 A A A A A A A

1173-2-1 6.00 0.3 1 2.255 5.7  市道車道
1173-2 1.05 4.95 0.05

1184-1 6.00 0.90 5.10 1.0 2.250 0.95 0.5 2.253 12.6 1.6 7.6 4.2 6.00 12.0 0.3 5.7 0.500
1184-1 16.00 2.8 2.270 15.2  市道車道

1184 1.05 14.95 0.05
1186-1 16.00 0.90 15.10 1.0 1 2.390 0.95 1.4 2.330 34.7 4.2 21.5 10.8 16.00 32.0 0.8 15.2 0.500
1186-1 15.00 2.5 1 2.410 14.3  市道車道

1186 1.05 13.95 0.05
1186-2 15.00 0.90 14.10 1.0 1 2.538 0.95 1.3 2.474 34.5 4.0 22.2 9.8 15.00 30.0 0.7 14.3 0.500

37.00 5.6 35.2
3.150 33.85

合計 37.00 2.700 34.30 3.0 4 3.2 81.8 9.8 51.3 24.8 37.00 74.0 1.8 35.2

(※片側切断) 廃材処理
BH=0.20
機械Ｂ

舗装破砕
埋　戻 舗装切断延長 及び 舗 装 復 旧



管　渠　布　設　一　覧　表
　管径φ200mm 硬質塩化ビニル管 (たて込み簡易土留 Ｈ=３．００ｍ)

マ　 管体 可 くら 舗装
路 人 路 ンに 掘削延長 本数 とう 型 掘削深 掘 平 掘削 土留延長 TYPE
線 孔 線 ホよ RR管 マン マン 上流側 削 砂基礎 均 現況
番 番 延 ｜る 基礎延長 4m/本 ホー ホー 幅  t= 掘 BH=0.20 BH=0.20 発生土 掘削深 Ａｓ Ａｓ As As 国道歩道・市道歩道 県歩道(ブロック) 市道車道 私道(AS) 第二北大通り 国道(B-3) 市道・私道 表層厚
号 号 長 ル減 PE管 ル ル 掘削深 0.10m 削 人力 機械Ａ 処分 3.00ｍ 厚さ 厚さ t≦15 15<t≦35 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 砂利 復旧

等長 管渠延長 4m/本 継 継 下流側 深 併用 発生土 山ｽﾞﾘ 以下 15cm以下 45cm以下 (㎡) (㎡) 3cm 3cm 5cm 5cm 5cm 5cm 15cm 舗装厚
(ｍ) (ｍ) (ｍ) (本) 手 手 (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (ｍ)
L1 B V6 H V1 V2 V3 V3 V4 L2 L3 L3 V5 V5 A A A A A A A

1186-2 11.00 1.5 1 2.558 10.5  市道車道
1186 1.05 9.95 0.05

1188-1 11.00 0.90 10.10 1.0 1 2.786 0.95 0.9 2.672 27.4 2.9 18.4 7.0 11.00 22.0 0.5 10.5 0.500

11.00 1.5 10.5
1.050 9.95

合計 11.00 0.900 10.10 1.0 2 0.9 27.4 2.9 18.4 7.0 11.0 22.0 0.5 10.5

BH=0.20
機械Ｂ

埋　戻 舗装切断延長 及び 舗 装 復 旧
(※片側切断) 廃材処理

舗装破砕



管　渠　布　設　一　覧　表
　管径φ200mm 硬質塩化ビニル管 (たて込み簡易土留 Ｈ=３．５０ｍ)

マ　 管体 可 くら 舗装
路 人 路 ンに 掘削延長 本数 とう 型 掘削深 掘 平 掘削 土留延長 TYPE
線 孔 線 ホよ RR管 マン マン 上流側 削 砂基礎 均 現況
番 番 延 ｜る 基礎延長 4m/本 ホー ホー 幅  t= 掘 BH=0.20 BH=0.20 発生土 掘削深 Ａｓ Ａｓ As As 国道歩道・市道歩道 県歩道(ブロック) 市道車道 私道(AS) 第二北大通り 国道(B-3) 市道・私道 表層厚
号 号 長 ル減 PE管 ル ル 掘削深 0.10m 削 人力 機械Ａ 処分 3.50ｍ 厚さ 厚さ t≦15 15<t≦35 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 砂利 復旧

等長 管渠延長 4m/本 継 継 下流側 深 併用 発生土 山ｽﾞﾘ 以下 15cm以下 45cm以下 (㎡) (㎡) 3cm 3cm 5cm 5cm 5cm 5cm 15cm 舗装厚
(ｍ) (ｍ) (ｍ) (本) 手 手 (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (ｍ)
L1 B V6 H V1 V2 V3 V3 V4 L2 L3 L3 V5 V5 A A A A A A A

1188-1 22.00 4.3 1 2.806 20.9  市道車道
1188 1.05 20.95 0.05

1188-2 22.00 0.90 21.10 1.0 1 3.281 0.95 2.0 3.044 62.6 5.8 44.5 13.2 22.00 44.0 1.0 20.9 0.500
1188-2 7.00 0.6 1 3.301 6.7  市道車道

1188 0.71 6.29 0.05
1188-3 7.00 0.63 6.37 1.0 3.419 0.95 0.6 3.360 22.0 1.8 16.3 3.9 7.00 14.0 0.3 6.7 0.500
1188-3 4.00 3.419 3.8  市道車道

1188 0.99 3.01 0.05
既設1-1 4.00 0.89 3.11 0.8 1 3.499 0.95 0.3 3.459 13.0 1.1 9.7 2.2 4.00 8.0 0.2 3.8 0.500

33.00 4.9 31.4
2.750 30.25

合計 33.00 2.420 30.58 2.8 4 2.9 97.6 8.7 70.5 19.3 33.00 66.0 1.5 31.4

舗装破砕
埋　戻 舗装切断延長 及び 舗 装 復 旧

(※片側切断) 廃材処理
BH=0.20
機械Ｂ



管渠布設計算式　VUφ200

１．管布設延長

Ｌ=路線延長-(マンホール等の減長)

掘削 埋戻し ２．掘削

     再生密粒度As V1=B×(H-t1)×掘削延長

３．埋戻し
(再生砂)

As V2=(B×0.316-0.216^2×π/4)×掘削延長
(発生土)
V3=B×(H-t2-t3)×掘削延長

４．発生土処分

V4=V1-V3(発生土)／0.9

５．砂基礎
掘　削 発生土

Ｖ１ Ｖ３ V6=B×0.10×基礎延長

６．土留延長

L2=掘削延長

７．舗装版切断(Ａｓ)
再生砂

Ｖ２ L3=掘削延長×(2列or1列)

８．舗装版破砕及びＡｓ廃材処理

V5=A×表層厚

９．舗装仮復旧

A=B×掘削延長

掘
削
深
　
Ｈ

Ｈ
 
-
 
t
1

0
.
1
0

掘削幅Ｂ

0
.
1
0

砂基礎

0
.
2
1
6

t
1

埋
戻
し

t
3

土　工　標　準　図

t
2

Ｈ
－
(
t
2
＋
t
3
)

0
.
4
1
6



2． １号組立マンホール設置工



１ 号 組 立 マ ン ホ ー ル 数 量 計 算 表 No. 1

記号 マ 調 ブ　　ロ　　ッ　　ク　　類 削 底
ン
ホ 管　径 管 管 管 管 落 角 管 管 落 角 整 孔 部

マ　ン ｜ mm 底 底 直 壁 斜 壁 調整リング
ホール ル 径 高 差 度 径 差 度 高 版 VU VU VU 工
番　号 深 管底高 種 種 種 60 90 120 150 180 30 60 90 120 150 180 30 45 60 5 10 15 T-25 T-14 300 200 150

ｍ ｍ mm ｍ m 度 mm mm 度 mm 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 組 組 組 組 組 箇所 箇所 箇所

200 20
＋

1173-2-1 2.147 28.033 VU 37 1 1 1 1 1 1 1 1

200 20
200 VU 27.958 0.020 ＋

1186-1 2.302 27.938 VU 200 VU 28.455 0.517 42 1 1 1 1 1 1 1 2 1

200 20
＋ 取付管

1186-2 2.450 27.880 VU 200 VU 27.900 0.020 40 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

200 20
＋

1188-1 2.698 27.832 VU 200 VU 27.852 0.020 38 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

250
既設

6-1 4.869 26.811 HP 200 VU 27.020 0.209 既設 1

250
既設

7-1 4.770 26.738 HP 250 HP 26.768 0.030 既設 1

250
既設

8-1 4.718 26.676 HP 250 HP 26.678 0.002 既設 1

平均ﾏﾝﾎｰﾙ深＝ 2.399 m 小
人孔深3m以下 4 箇所 無収縮超早強モルタル 計 237 4 1 3 1 2 2 3 1 4 4 4 4 1 7
人孔深4m以下 箇所 (0.82×0.82-0.60×0.60)×π/4×0.237 合
人孔深5m以下 箇所 = 0.058 ｍ3 計 237 4 1 3 1 2 2 3 1 4 4 4 4 1 7

流　入　管 副　管
転
落
防
止
梯
子

蓋
・
受

躯体ブロック 枠

調
整
ホ
ル
ダ
ー

流出管



3． 楕円組立マンホール設置工



楕 円 組 立 マ ン ホ ー ル 数 量 計 算 表 No. 1

記号 マ 調 ブ　　ロ　　ッ　　ク　　類 削 底
ン
ホ 管　径 管 管 管 管 落 角 管 管 落 角 整 孔 部

マ　ン ｜ mm 底 底 直 壁 斜 壁 調整リング
ホール ル 径 高 差 度 径 差 度 高 版 VU VU VU 工
番　号 深 管底高 種 種 種 60 90 120 150 180 30 60 90 120 150 180 30 45 60 5 10 15 T-25 T-14 250 200 150

ｍ ｍ mm ｍ ｍ 度 mm ｍ 度 mm 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 組 組 組 箇所 箇所 箇所

200 20
＋

1183-1-1 1.768 28.372 VU 8 1 1 1 1 1 1 1

200 20
＋

1188-2 3.193 27.757 VU 200 VU 27.777 0.020 33 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

平均ﾏﾝﾎｰﾙ深＝ 2.481 m 小
人孔深2m以下 1 箇所 無収縮超早強モルタル 計 81 2 2 1 1 2 1 1 2 2 1 1 2
人孔深4m以下 1 箇所 (0.82×0.82-0.60×0.60)×π/4×0.081 合
人孔深5m以下 箇所 = 0.020 ｍ3 計 81 2 2 1 1 2 1 1 2 2 1 1 2

組

調
整
ホ
ル
ダ
ー

転
落
防
止
梯
子

流出管 流　入　管 副　管 蓋
・
受

躯体ブロック 枠



4． 塩 ビ マ ン ホ ー ル 設 置 工



塩ビ製小型マンホール計算表
（塩化ビニル製：マンホール径φ300）

路線 ﾏﾝﾎｰﾙ ﾏﾝﾎｰﾙ

番号 番号 深 深さ2m以下 深さ3.5m以下 深さ2m以下 深さ3.5m以下

ｍ mm ｍ mm ｍ ｍ 個所 個所 個所 個所 個所 個 個 組 個

1183-1 1183-1-2 1.854 VU 200 28.336 VU 200 28.336 1 1 1

1188 1188-3 3.311 VU 200 27.739 VU 200 27.739 1 1 1

1 1 2 2

1 1 2 2

 小 計 (箇所)

合 計 (箇所)

くら型マン
ホール継手

マンホール蓋
(受枠共)
台 座 含

閉塞用
キャップ
(流入側)管種 径 管底高 管種 径 管底高

自在継手

（ 管 種 ； 硬質塩化ビニル管 ）

流　 出　 管 流 　 入　  管 小型マンホール工
（本管径：φ200～250 ）

鋳鉄製防護蓋
設置工落差 起点・段差部 中間点・曲点部



5． マンホール（内径φ1200）改修工



マ ン ホ ー ル（内径φ1200） 数 量 計 算 表

記号 マ 調 砕 足掛 ブ　　ロ　　ッ　　ク　　類 底
ン 石 金物
ホ 管　径 管 管 管 管 落 角 管 管 落 角 整 基 撤去 部

マ　ン ｜ mm 底 礎 設置 底 直 壁 斜 壁 調整リング
ホール ル 径 高 差 度 径 差 度 高 版 HP VU VU 工
番　号 深 管底高 種 種 種 60 90 120 150 180 30 60 90 120 150 180 30 45 60 5 10 15 T-25 T-14 T-25 T-14 300 200 150

ｍ ｍ mm ｍ ｍ 度 mm mm 度 mm ｍ3 本 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 組 組 組 組 組 箇所 箇所 箇所

300
既設 200 VU 27.729 0.024

1-1 3.415 27.705 RT 300 RT 27.762 0.057 既設 1 1

290
既設

2-1 4.032 27.378 RM 300 RT 27.430 0.052 既設 1

200
既設 300 RS 28.630 1.580 既設 200 VU 1.580 既設

5-1 4.750 27.050 VU 290 RM 27.075 0.025 既設 1

平均ﾏﾝﾎｰﾙ深＝ m 小
人孔深3m以下 箇所 無収縮超早強モルタル 計 1 3
人孔深4m以下 箇所 合
人孔深5m以下 箇所 = ｍ3 計 1 3

・ 削　孔
受

躯体ブロック 枠

調
整
ホ
ル
ダ
ー

転
落
防
止
梯
子

流出管 流　入　管 副　管 蓋



　既設No.1-1

　インバートコンクリート工 ＝ ⅿ³
　18N/㎜²

＝ ｍ²
　モルタル上塗り工

　既設No.2-1

　インバートコンクリート工 ＝ ⅿ³
　18N/㎜²

＝ ｍ²
　モルタル上塗り工

　既設No.5-1

　インバートコンクリート工 ＝ ⅿ³
　18N/㎜²

＝ ｍ²
　モルタル上塗り工

　

0.20

1.40

0.34

1.33

（組立2号マンホール） 　流入管径：φ290，φ300　　流出管径：φ200

0.20

1.40

（沈設立坑φ1200ﾏﾝﾎｰﾙ） 　流入管径：φ300　　流出管径：φ290

内径φ1200マンホール　底部工
工種 計算式 計

（組立2号マンホール） 　流入管径：φ300，φ200　　流出管径：φ300

A =
1.202

4
𝜋 − 0.30 × 1.20 + 0.20 × 0.60 + (0.30𝜋 × 1.20 + 0.20𝜋 × 0.60) ×

1

2

V =
1.202

4
𝜋 × 0.22 − (

0.302

4
𝜋 × 1.20 +

0.202

4
𝜋 × 0.60) ×

1

2

A =
1.202

4
𝜋 − 0.30 × 0.60 + 0.29 × 0.60 + (0.30𝜋 × 0.60 + 0.29𝜋 × 0.60) ×

1

2

V =
1.202

4
𝜋 × 0.335 − (

0.302

4
𝜋 × 0.60 +

0.292

4
𝜋 × 0.60) ×

1

2

A =
1.202

4
𝜋 − 0.29 × 0.60 + 0.30 × 0.60 + 0.20 × 0.60 + (0.29𝜋 × 0.60 + 0.30𝜋 × 0.60 + 0.20𝜋 × 0.60) ×

1

2

V =
1.202

4
𝜋 × 0.22 − (

0.292

4
𝜋 × 0.60 +

0.302

4
𝜋 × 0.60 +

0.202

4
𝜋 × 0.60) ×

1

2



6． 取 付 管 布 設 工



取  付  管  総  括  表

工　　種 市道車道 合　計

  1)塩ﾋﾞｷｬｯﾌﾟ φ150mm 8 8 個

8 8 箇所

  2)取付管工 内径φ150mm 30.71 30.71 ｍ

ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管 (φ150mm) 29.54 29.54 ｍ

30ﾟ自在曲管 (φ150mm) 7 7 個

接着受口ｶﾗｰ (φ150mm) 9 9 個

  3)管　　材 可とう継ぎ手(φ150mm) 1 1 個

  4)支管取付工 φ200×150mm (塩ﾋﾞ管用) 7 7 箇所

Ａｓ t= 15 cm以下 31.0 31.0 ｍ

  5)舗装版切断工 Ｃo t= 20 cm以下 ｍ

Ａｓ 　t≦15cm 14.0 14.0 ㎡

  6)舗装版破砕工 Ｃo 　t≦15cm ㎡

  7)掘削工 30.4 30.4 ｍ3

  8)埋戻し工 再生砂 7.5 7.5 ｍ3

  9)埋戻し工 発生土 17.7 17.7 ｍ3

 10)発生土処分 10.7 10.7 ｍ3

 ※舗装取壊・道路復旧は付帯工で計上

Ａｓ 0.7 0.7 ｍ3

 11)ガラ処分工 Ｃo ｍ3

 12)ブロック撤去工 ㎡

 13)仮復旧表層工 As再生 t= 0.05 ｍ 市道車道 14.0 14.0 ㎡

 14)上層路盤工 RM-40 t= 0.15 ｍ 市道車道 14.0 14.0 ㎡

 15)下層路盤工 RC-40 t= 0.30 ｍ 市道車道 14.0 14.0 ㎡

 16)土留め工 建て込み簡易土留め　H=2.00m 24.0 24.0 ｍ

種　　　別



　取 付 管 数 量 計 算 表 〔市道車道〕
本管Ｄ＝ 200 mm

人 孔 本管
路 番 号 土被り 取付 塩ﾋﾞ 30ﾟ 受口 支管 可とう
線 (ｍ) 管工 ｷｬｯﾌﾟ 自在 ｶﾗｰ 取付 継手
番 上 流 上流 φ150 曲管 φ150 φ150 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所
号 左 右 φ150 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計

下 流 下流 (ｹ所) (個) (個) (個) (箇所) (箇所) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ)
1183-1-1 1.56

1183-1 1183-1-2 1.65 1 1 1 1 2 1 1.61 1.61 0.95 0.95 1.40 1.40 4.45 4.45 0.90 0.90 0.90 0.90
1183-1-2 1.65

1183-1 1183-2-1 1.71 1 1 2 2 2 2 2 1.68 3.36 0.95 1.90 1.40 2.80 1.85 1.85 3.10 3.10 0.57 0.57 0.90 0.90 0.57 0.57 0.90 0.90
1184-1 1.95

1184 1186-1 2.07 1 1 1 1 1 1 2.01 2.01 0.95 0.95 1.20 1.20 2.43 2.43 1.23 1.23 1.50 1.50 水路
1184-1 1.95

1184 1186-1 2.07 1 1 1 1 1 1 2.01 2.01 0.95 0.95 1.40 1.40 3.50 3.50 0.57 0.57 0.57 0.57
1186-2 2.22 MH取付

1186 1186-2 2.22 1 1 1 1 2.22 2.22 0.95 0.95 1.40 1.40 3.45 3.45 0.57 0.57 0.57 0.57
1188-1 2.49

1188 1188-2 2.97 1 1 1 1 1 1 2.73 2.73 0.95 0.95 1.60 1.60 2.88 2.88 2.10 2.10 1.50 1.50 水路
1188-1 2.49

1188 1188-2 2.97 1 1 1 1 2 1 2.73 2.73 0.95 0.95 1.40 1.40 4.55 4.55

 小　計 3 5 8 8 7 9 7 1 16.67 7.60 11.20 7.16 19.05 3.90 2.94 3.57 2.94

 合　計 3 5 8 8 7 9 7 1 16.67 7.60 11.20 7.16 19.05 3.90 2.94 3.57 2.94

　  平　均 2.08 0.95 1.40 3.28 0.86 0.81

右

側 溝 高 (ｈ)

備考右 左
平均土被り 掘 削 幅

占 用 幅 (Ｌ) 水 路 幅 (Ｗ) 水 路 高 (ｈ)
側 溝 幅 (Ｗ)

左左 右(Ｈ')

（車道）取付管 本　　　管 本　　管
位　置

桝深

(Ｈ) (Ｂ)



〔市道車道〕 表層圧 = 0.05
本管Ｄ＝ 200 mm 舗装厚 = 0.05 ＋ 0.15 ＋ 0.30 = 0.50 ｍ

工    種 種  別 、計   算   式

本管平均土被り (Ｈ) = 2.08 ｍ 取付深 桝深
  1)塩ビキャップ φ150㎜   8 個 本管平均掘削幅 (Ｂ) = 0.95 ｍ    ( 取付管 ) 1.62 ＋ 1.56

平 均 桝 深   (Ｈ') = 1.56 ｍ    平均掘削深 = ――――――――＋ 0.10 = 1.69 ｍ
 支管取付箇所  支管 8 箇所 平 均 占 用 幅 (Ｌ) = 3.28 ｍ ２

  2)取 付 管 工 ( 3.48 × 8 ＋ 0.46 × 7 )－ 0.05 × 7 = 30.71 ｍ 平 均 側 溝 幅 (Ｗ) = 0.86 ｍ    上部掘削幅　 = 0.90 = 0.90 ｍ
プレーンエンド直管（φ150㎜） 　 平均掘削幅   = (0.9 ＋ 0.9） ／ 2 = 0.90 ｍ

 30ﾟ自在曲管

30.71 － × = 29.54 ｍ ※1   0.1652  × π ／ 4  ＝ 0.021 ㎡(取付管断面積)
  3)管      材

30ﾟ自在曲管（φ150㎜） 7 個 3.48

3.28 0.20
接着受口カラー（φ150㎜） 9 個 1.94 0.86

可とう継ぎ手(φ150mm) 1 個

  4)支管取付工 φ200×150mm （塩ビ管用） 7 箇所 側溝高　 0.81 桝深

  ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管φ150 1.40+0.16= 1.56

1.62 30ﾟ自在曲管(ｺﾞﾑ輪受口)φ150

  5)舗装版切断工  t= 0.05 m 1.94 × 2 × 8 = 31.0 ｍ 2.08

0.06

  6)舗装版破砕工  t= 0.05 m 1.94 × 0.90 × 8 = 14.0 ㎡

　　　塩ビキャップφ150

 接着受口ｶﾗｰφ150

  7)機械掘削工 0.90 ×( 1.64 × 3.00 － 0.81 × 0.86 )× 8 = 30.4 ｍ3
 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管φ150

本管  90ﾟ支管φ200×150

  8)機械埋戻工 ※1 
　（再生砂） ( 0.90 × 0.37 －0.021)× 3.00 × 8 = 7.5 ｍ3 土工延長

0.95 3.00
  9)機械埋戻し工

　(発生土） 0.90 × 0.82 × 3.00 × 8 = 17.7 ｍ3

　掘削断面 0.90 As 　埋戻断面 0.90

 10)発生土処分 30.4 － 17.7 ／ 0.9 10.7 ｍ3

0.05 0.05

再生M-40 0.15
 11)ガラ処分工  t= 0.05 m 1.94 × 0.90 × 0.05 × 8 = 0.7 ｍ3 再生C-40 0.30

1.64
 12)仮復旧表層工  t= 0.05 m 1.94 × 0.90 × 8 14.0 ㎡ 再生砂

0.37

 13)上層路盤工  t= 0.15 m 1.94 × 0.90 × 8 = 14.0 ㎡

0.90 0.90

 14)下層路盤工  t= 0.30 m 1.94 × 0.90 × 8 = 14.0 ㎡

 15)土留め工  H= 2.00 m 3.00 × 8 = 24.0 m

7

側溝平均断面

DP=1.40

0.167

取 付 管 数 量 計 算 表

0.821.69 1.69

数　 量

0.48

発生土

0.46



7． 付 帯 工



　付帯工（舗装撤去・道路復旧・本復旧）総括表

項　目 規　格 単位 本管部 取付管部 本復旧 合　計

舗装撤去 　舗装版切断工 　t≦15cm ｍ 226.4 31.0 24.1 281.5

　ｺﾝ版切断工 　t≦10cm ｍ

　舗装版破砕工 　t≦15cm ㎡ 107.7 14.0 534.1 655.8

　ｺﾝ版破砕工 　t≦10cm ㎡

　Ａｓガラ処分 ｍ3 5.4 0.7 26.7 32.8

市道車道
道路仮復旧 　下層路盤工 　RC-40 t=30cm ㎡ 107.7 14.0 121.7

市道車道
　上層路盤工 　RM-40 t=15cm ㎡ 107.7 14.0 121.7

市道車道 　再生密粒度ｱｽｺﾝ

　仮復旧表層工 　t=5cm ㎡ 107.7 14.0 121.7

　再生密粒度ｱｽｺﾝ

道路本復旧 本復旧表層工 　t=5cm ㎡ 534.1 534.1

　不陸整正工 　補足材 t=4cm ㎡ 534.1 534.1

実線 (白色)

　区画線設置工 幅15cm ｍ 96.4 96.4

実線 (白色)

幅45cm ｍ 1.6 1.6

破線 (白色)

幅30cm ｍ 3.0 3.0

グリーンベルト

幅30㎝換算 ｍ 96.4 96.4
矢印・記号・文字（白色）

幅15㎝換算 ｍ 50.8 50.8
矢印・記号・文字（黄色）

幅15㎝換算 ｍ 14.5 14.5

備　考



本　復　旧

不陸整正 舗装版切断工 舗装版破砕工

撤去舗装厚 再生細粒度 再生密粒度 排水性As 再生粗粒度 再生粗粒度 ｔ=15cm以下 ｔ≦15cm 全体 仮復旧分控除 計
（cｍ） t=3cm t=5cm t=5cm t=5cm t=10cm （ｍ2） （ｍ） （ｍ2） （ｍ3） （ｍ3） （ｍ3）

全面復旧
市道車道① 5 387.23 387.23 19.59 387.23 19.36 19.36

市道車道② 5 146.91 146.91 4.52 146.91 7.35 7.35

534.1 534.1 24.1 534.1 26.7

Asガラ処分工

計

本復旧表層工
舗装種別 備　考

本復旧基層工



実線(白色) 実線(白色) 破線(白色) グリーンベルト 矢印・記号・文字 矢印・記号・文字
場所 幅15cm 幅45cm 幅30cm 幅30cm 幅15cm換算（白色）幅15cm換算（黄色） 摘要

(ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ)

路側帯 96.39

停止線 1.60

ドットライン 3.00

グリーンベルト 96.39

文字 50.84

消火栓表示 14.50

計 96.4 1.6 3.0 96.4 50.8 14.5

　区画線設置



令和８年度

熊　　谷　　市　　

数　量　計　算　書（単独路線）

開削工事

Ｒ８元荒川第４処理分区下水道工事（第４工区）



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔呼び径200mm管布設工〕

路線延長 ｍ 37.5 37.5 38

管渠延長 ｍ 36.6 36.6 37
ゴム輪受口直管

硬質塩化ビニル管 φ200×4000 本 8.2 8.2 8
ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管

硬質塩化ビニル管 φ200×4000 ｍ 1.0 1.0 1

ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう性継手 個 2.0 2.0 2
建て込み簡易土留

土留延長 H=1.5m ｍ
建て込み簡易土留

H=2.0m ｍ 37.5 37.5 38
建て込み簡易土留

H=2.5m ｍ
建て込み簡易土留

H=3.0m ｍ

BH山積0.28m3

砂基礎 再生砂 ｍ3 3.5 3.5 4
BH山積0.28m3

掘削 ｍ3 65.9 65.9 70
BH山積0.28m3

埋戻 再生砂 ｍ3 9.9 9.9 10
BH山積0.28m3

発生土 ｍ3 35.1 35.1 40
本管 取付管

発生土処分 BH山積0.28m3＋4tDT ｍ3 30.9 30.9 30 26.9 +

※舗装は付帯工で計上

（単独）数　量　計　算　集　計　表　１

4.0



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔１号組立マンホール工〕

設置工 箇所 1 1 1

底版 個 1 1 1

躯体ブロック 60cm 個

90cm 個

120cm 個 1 1 1

150cm 個

斜壁 15cm 個

30cm 個

45cm 個 1 1 1

60cm 個

直壁 90cm 個

調整リング 5cm 個

10cm 個

15cm 個 1 1 1

調整ホルダー 3個1組 組 1 1 1
調整高61mm÷40mm/袋(25kg)

無収縮超早強モルタル 25kg 袋 1.5 1.5 2 ＝1.5 袋(25kg)

蓋・受枠 T-25 組

T-14 組 1 1 1

ﾛｯｸ付転落防止用梯子 T-14用 組

削孔 VU200 箇所

VU150 箇所 2 2 2

人孔深3m以下 箇所 1 1 1

底　部　工 箇所 1 1 1

（単独）数　量　計　算　集　計　表　２



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔取付管工〕

設置工 箇所 4 4 4

塩ﾋﾞｷｬｯﾌﾟ φ150mm 個 4 4 4

取付管布設工 ｍ 11.70 11.70 12  平均長：3.53m

ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管 φ150mm ｍ 11.37 11.37 11

30ﾟ自在曲管 φ150mm 個 2 2 2

接着受口ｶﾗｰ φ150mm 個 2 2 2
塩ﾋﾞ管用

支管取付工 φ200×150mm 箇所 2 2 2

ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう継手 φ150 個 2 2 2

BH山積0.13m3

掘削 ｍ3 6.9 6.9 10
BH山積0.13m3

埋戻 再生砂 ｍ3 2.1 2.1 2
BH山積0.13m3

発生土 ｍ3 2.6 2.6 3

※舗装は付帯工で計上

（単独）数　量　計　算　集　計　表　３



項目 規格・材料 単位 数量 数量計算合計 設計計算合計 摘　要

〔付帯工〕

As舗装版切断 t=15cm以下 ｍ 94.6 94.6 90

As舗装版破砕 t≦15cm ㎡ 238.1 238.1 240

As廃材処理 ｍ3 11.9 11.9 12

市道車道
　下層路盤工 　RC-40 t=30cm ㎡ 39.7 39.7 40

市道車道
　上層路盤工 　RM-40 t=15cm ㎡ 39.7 39.7 40

市道車道 　再生密粒度ｱｽｺﾝ
　仮復旧表層工 　t=5cm ㎡ 40.5 40.5 41

　再生密粒度ｱｽｺﾝ
本復旧表層工 　t=5cm ㎡ 197.6 197.6 198

　不陸整正工 　補足材 t=4cm ㎡ 197.6 197.6 198

実線 (白色)
　区画線設置工 幅15cm ㎡ 28.7 28.7 29

実線 (黄色)
幅15cm ㎡

実線 (白色)
幅30cm ㎡

破線 (白色)
幅30cm ㎡ 3.5 3.5 4

グリーンベルト
幅30㎝換算 ㎡ 28.7 28.7 29

矢印・記号・文字（白色）
幅15㎝換算 ㎡

（単独）数　量　計　算　集　計　表　４



1． φ 200mm 管 布 設 工



φ200mm 管 布 設 工 総 括 表
たて込み たて込み たて込み たて込み たて込み ※

単位 簡易土留 簡易土留 簡易土留 簡易土留 簡易土留 小計 取付管 小計  合　計
H=1.5m H=2.0m H=2.5m H=3.0m H=3.5m

　路線延長 ｍ 37.50 37.50 37.5

　基礎延長 ｍ 36.45 36.45 36.5

　管渠延長 ｍ 36.60 36.60 36.6

　硬質塩化ビニル管(ゴム輪受口直管)φ200×4000 本 8.20 8.20 8.2

　硬質塩化ビニル管(ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管)φ200×4000 ｍ 1.00 1.00 1.0

　マンホール用可とう性継手 個 2 2.00 2

　土留延長 ｍ 37.50 37.50 37.5

　砂基礎  BH=0.28m3 ｍ3 3.5 3.50 3.5

　掘　削  BH=0.28m3 ｍ3 65.9 65.90 65.9

　埋戻し(再生砂)BH=0.28m3※Ａ区分（砂基礎と別計上） ｍ3 9.9 9.90 9.9

　埋戻し(発生土)BH=0.28m3 ｍ3 35.1 35.10 35.1

　発生土処分  BH=0.28m3+ＤＴ4t ｍ3 26.9 26.90 4.0 4.00 30.9

 ※舗装取壊・道路復旧は付帯工で計上

　As舗装版切断(t=15cm以下) ｍ 75.0 75.0 75.0

　As舗装版破砕(t≦15cm) ㎡ 35.6 35.6 35.6

　As廃材処理 ｍ3 1.8 1.8 1.8

　ブロック撤去工 県歩道(ブロック) ㎡

　路盤工(t=10cm) 国道歩道 ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝3cm　ｂ＜1.6ｍ） 国道歩道 ㎡

　路盤工(上層t=18cm,下層t=15cm) 県歩道(ブロック) ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝3cm　ｂ＜1.6ｍ） 県歩道(ブロック) ㎡

　路盤工(上層t=15cm,下層t=30cm) 市道車道 ㎡ 35.6 35.6 35.6

　表層仮復旧（ｔ＝5cm　ｂ＜1.4ｍ） 市道車道 ㎡ 35.6 35.6 35.6

　路盤工(上層t=25cm,下層t=29cm) 国道(B-3) ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝10cm　ｂ＜1.6ｍ） 国道(B-3) ㎡

　路盤工(上層t=37cm,下層t=25cm) 第2北車道 ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝5cm　ｂ＜1.6ｍ） 第2北車道 ㎡

　路盤工(上層t=38cm,下層t=38cm) 第2北巻込 ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝7cm　ｂ＜1.6ｍ） 第2北巻込 ㎡

　砂利道復旧工（ｔ＝15cm） 市道・私道 ㎡

　路盤工(上層t=15cm,下層t=30cm) 私道(AS) ㎡

　表層仮復旧（ｔ＝5cm　ｂ＜1.6ｍ） 私道(AS) ㎡

項　　　　　目



管　渠　布　設　一　覧　表
　管径φ200mm 硬質塩化ビニル管 (たて込み簡易土留 Ｈ=２．００ｍ)

マ　 管体 可 くら 舗装
路 人 路 ンに 掘削延長 本数 とう 型 掘削深 掘 平 掘削 土留延長 TYPE
線 孔 線 ホよ RR管 マン マン 上流側 削 砂基礎 均 現況
番 番 延 ｜る 基礎延長 4m/本 ホー ホー 幅  t= 掘 BH=0.20 BH=0.20 発生土 掘削深 Ａｓ Ａｓ As As 国道歩道 県歩道(ブロック) 市道車道 私道(AS) 第二北大通り 国道(B-3) 市道・私道 表層厚
号 号 長 ル減 PE管 ル ル 掘削深 0.10m 削 人力 機械Ａ 処分 2.00ｍ 厚さ 厚さ t≦15 15<t≦35 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 仮復旧 砂利 復旧

等長 管渠延長 4m/本 継 継 下流側 深 併用 発生土 山ｽﾞﾘ 以下 15cm以下 45cm以下 (㎡) (㎡) 3cm 3cm 5cm 5cm 5cm 5cm 15cm 舗装厚
(ｍ) (ｍ) (ｍ) (本) 手 手 (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (ｍ)
L1 B V6 H V1 V2 V3 V3 V4 L2 L3 L3 V5 V5 A A A A A A A

1185-1 37.50 8.2 1 1.909 35.6  市道車道

1185 1.05 36.45 0.05
1186-1 37.50 0.90 36.60 1.0 1 1.893 0.95 3.5 1.901 65.9 9.9 35.1 26.9 37.50 75.0 1.8 35.6 0.500

37.50 8.2 35.6
1.05 36.45

合計 37.50 0.90 36.60 1.0 2 3.5 65.9 9.9 35.1 26.9 37.5 75.0 1.8 35.6

舗 装 復 旧
舗装破砕

舗装切断延長 及び
(※片側切断) 廃材処理

BH=0.20
機械Ｂ

埋　戻



管渠布設計算式　VUφ200

１．管布設延長

Ｌ=路線延長-(マンホール等の減長)

掘削 埋戻し ２．掘削

     再生密粒度As V1=B×(H-t1)×掘削延長

３．埋戻し
(再生砂)

As V2=(B×0.316-0.216^2×π/4)×掘削延長
(発生土)
V3=B×(H-t2-t3)×掘削延長

４．発生土処分

V4=V1-V3(発生土)／0.9

５．砂基礎
掘　削 発生土

Ｖ１ Ｖ３ V6=B×0.10×基礎延長

６．土留延長

L2=掘削延長

７．舗装版切断(Ａｓ)
再生砂

Ｖ２ L3=掘削延長×(2列or1列)

８．舗装版破砕及びＡｓ廃材処理

V5=A×表層厚

９．舗装仮復旧

A=B×掘削延長

t
1

埋
戻
し

t
3

土　工　標　準　図
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Ｈ
－
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t
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2． １号組立マンホール設置工



１ 号 組 立 マ ン ホ ー ル 数 量 計 算 表 No. 1

記号 マ 調 ブ　　ロ　　ッ　　ク　　類 削 底
ン
ホ 管　径 管 管 管 管 落 角 管 管 落 角 整 孔 部

マ　ン ｜ mm 底 底 直 壁 調整リング
ホール ル 径 高 差 度 径 差 度 高 版 VU VU VU 工
番　号 深 管底高 種 種 種 60 90 120 150 180 30 60 90 120 150 15 30 45 60 5 10 15 T-25 T-14 600 200 150

ｍ ｍ mm ｍ mm 度 mm mm 度 mm 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 組 組 組 組 組 箇所 箇所 箇所

200 20
＋ 取付管

1185-1 1.801 28.549 VU 41 1 1 1 1 1 1 2 1

平均ﾏﾝﾎｰﾙ深＝ 1.801 m 小
人孔深3m以下 1 箇所 無収縮超早強モルタル 計 61 1 1 1 1 1 1 2 1
人孔深4m以下 箇所 (0.82×0.82-0.60×0.60)×π/4×0.061 合
人孔深5m以下 箇所 = 0.015 ｍ3 計 61 1 1 1 1 1 1 2 1

調
整
ホ
ル
ダ
ー

蓋
・
受
枠

流出管 流　入　管 副　管

躯体ブロック 斜 壁

転
落
防
止
梯
子



3． 取 付 管 布 設 工



取  付  管  総  括  表

工　　種 市道車道 合　計

  1)塩ﾋﾞｷｬｯﾌﾟ φ150mm 4 4 個

4 4 箇所

  2)取付管工 内径φ150mm 11.70 11.70 ｍ

ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管 (φ150mm) 11.37 11.37 ｍ

30ﾟ自在曲管 (φ150mm) 2 2 個

接着受口ｶﾗｰ (φ150mm) 2 2 個

  3)管　　材 可とう継ぎ手(φ150mm) 2 2 個

  4)支管取付工 φ200×150mm (塩ﾋﾞ管用) 2 2 箇所

Ａｓ t= 15 cm以下 12.1 12.1 ｍ

  5)舗装版切断工 Ｃo t= 20 cm以下 ｍ

Ａｓ 　t≦15cm 4.9 4.9 ㎡

  6)舗装版破砕工 Ｃo 　t≦15cm ㎡

  7)掘削工 6.9 6.9 ｍ3

  8)埋戻し工 再生砂 2.1 2.1 ｍ3

  9)埋戻し工 発生土 2.6 2.6 ｍ3

 10)発生土処分 4.0 管布設工に計上 4.0 ｍ3

 ※舗装取壊・道路復旧は付帯工で計上

Ａｓ 0.2 0.2 ｍ3

 11)ガラ処分工 Ｃo ｍ3

 12)ブロック撤去工 ㎡

 13)仮復旧表層工 As再生 t= 0.05 ｍ 市道車道 4.9 4.9 ㎡

 14)上層路盤工 RM-40 t= 0.15 ｍ 市道車道 4.1 4.1 ㎡

 15)下層路盤工 RC-40 t= 0.30 ｍ 市道車道 4.1 4.1 ㎡

 16)土留め工 建て込み簡易土留め　H=2.00m ｍ

種　　　別



　取 付 管 数 量 計 算 表 〔市道車道〕
本管Ｄ＝ 200 mm

占 用 幅 (Ｌ)
人 孔 本管

路 番 号 土被り 取付 塩ﾋﾞ 30ﾟ ｶﾗｰ 支管 可とう

線 (ｍ) 管工 ｷｬｯﾌﾟ 自在 取付 継手
番 上 流 上流 φ150 曲管 φ150 φ150 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所
号 左 右 φ150 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計 当り 計

下 流 下流 (ｹ所) (個) (個) (個) (箇所) (箇所) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ)
1185-1 1.59 MH取付

1185 1185-1 1.59 2 2 2 2 1.59 3.18 0.95 1.90 1.00 2.00 2.60 5.20 0.57 1.14 0.50 1.00
1185-1 1.59

1185 1186-1 1.58 1 1 1 1 1 1 1.59 1.59 0.95 0.95 1.00 1.00 2.19 2.19 0.57 0.57 0.50 0.50
1185-1 1.59

1185 1186-1 1.58 1 1 1 1 1 1 1.59 1.59 0.95 0.95 1.00 1.00 2.83 2.83 0.57 0.57 0.50 0.50

 小　計 1 3 4 4 2 2 2 2 6.36 3.80 4.00 2.83 7.39 0.57 1.71 0.50 1.50

 合　計 1 3 4 4 2 2 2 2 6.36 3.80 4.00 2.83 7.39 0.57 1.71 0.50 1.50

　  平　均 1.59 0.95 1.00 2.56 0.57 0.50

備考

水 路 幅 (Ｗ) 水 路 高 (ｈ)

左 右 左 右

側 溝 高 (ｈ)
位　置 平均土被り 掘 削 幅

(Ｈ) (Ｂ) (Ｈ') 左 右

取付管 本　　　管 本　　管 桝深 （車道） 側 溝 幅 (Ｗ)



〔市道車道〕 表層圧 = 0.05
本管Ｄ＝ 200 mm 舗装厚 = 0.05 ＋ 0.15 ＋ 0.30 = 0.50 ｍ

工    種 種  別 、計   算   式

本管平均土被り (Ｈ) = 1.59 ｍ 取付深 桝深
  1)塩ビキャップ φ150㎜   4 個 本管平均掘削幅 (Ｂ) = 0.95 ｍ    ( 取付管 ) 1.21 ＋ 1.16

平 均 桝 深   (Ｈ') = 1.16 ｍ    平均掘削深 = ――――――――＋ 0.10 = 1.29 ｍ
 支管取付箇所  支管 4 箇所 平 均 占 用 幅 (Ｌ) = 2.56 ｍ ２

  2)取 付 管 工 ( 2.76 × 4 ＋ 0.38 × 2 )－ 0.05 × 2 = 11.70 ｍ 平 均 側 溝 幅 (Ｗ) = 0.57 ｍ    上部掘削幅　 = 0.55 ＋（1.29×0.1×2）= 0.81 ｍ
プレーンエンド直管（φ150㎜） 　 平均掘削幅   = (0.55 ＋ 0.81） ／ 2 = 0.68 ｍ

 30ﾟ自在曲管 ※1   0.1652  × π ／ 4  ＝ 0.021 ㎡(取付管断面積)
11.70 － × = 11.37 ｍ

  3)管      材 2.76
30ﾟ自在曲管（φ150㎜） 2 個 2.56 0.20

1.51 0.57
接着受口カラー（φ150㎜） 2 個

可とう継ぎ手(φ150mm) 2 個
側溝高　 0.50 桝深

  4)支管取付工 φ200×150mm （塩ビ管用） 2 箇所   ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管φ150 1.00+0.16= 1.16

1.21 30ﾟ自在曲管(ｺﾞﾑ輪受口)φ150

1.59
  5)舗装版切断工  t= 0.05 m 1.51 × 2 × 4 = 12.1 ｍ 0.05

  6)舗装版破砕工  t= 0.05 m 1.51 × 0.81 × 4 = 4.9 ㎡ 　　　塩ビキャップφ150

 接着受口ｶﾗｰφ150

 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管φ150

  7)機械掘削工 0.68 ×( 1.24 × 2.28 － 0.50 × 0.57 )× 4 = 6.9 ｍ3
本管  90ﾟ支管φ200×150

  8)機械埋戻工 ※1 土工延長
　（再生砂） ( 0.68 × 0.37 －0.021)× 2.28 × 4 = 2.1 ｍ3 0.95 2.28

  9)機械埋戻し工
　(発生土） 0.68 × 0.42 × 2.28 × 4 = 2.6 ｍ3

　掘削断面 0.81 As 　埋戻断面 0.81

 10)発生土処分 6.9 － 2.6 ／ 0.9 = 4.0 ｍ3

0.05 0.05

再生M-40 0.15
 11)ガラ処分工  t= 0.05 m 1.51 × 0.81 × 0.05 × 4 = 0.2 ｍ3 再生C-40 0.30

1：0.1 1.24
 12)仮復旧表層工  t= 0.05 m 1.51 × 0.81 × 4 = 4.9 ㎡ 再生砂

0.37

 13)上層路盤工  t= 0.15 m 1.51 × 0.68 × 4 = 4.1 ㎡

0.55 0.55

 14)下層路盤工  t= 0.30 m 1.51 × 0.68 × 4 = 4.1 ㎡

0.421.29
発生土

0.38

側溝平均断面

1.29

DP=1.00

取 付 管 数 量 計 算 表

数　 量

0.167 2

0.48



4． 付 帯 工



　付帯工（舗装撤去・道路復旧・本復旧）総括表

項　目 規　格 単位 本管部 取付管部 本復旧 合　計

舗装撤去 　舗装版切断工 　t≦15cm ｍ 75.0 12.1 7.5 94.6

　ｺﾝ版切断工 　t≦10cm ｍ

　舗装版破砕工 　t≦15cm ㎡ 35.6 4.9 197.6 238.1

　ｺﾝ版破砕工 　t≦10cm ㎡

　Ａｓガラ処分 ｍ3 1.8 0.2 9.9 11.9

市道車道
道路仮復旧 　下層路盤工 　RC-40 t=30cm ㎡ 35.6 4.1 39.7

市道車道
　上層路盤工 　RM-40 t=15cm ㎡ 35.6 4.1 39.7

市道車道 　再生密粒度ｱｽｺﾝ

　仮復旧表層工 　t=5cm ㎡ 35.6 4.9 40.5

　再生密粒度ｱｽｺﾝ

道路本復旧 本復旧表層工 　t=5cm ㎡ 197.6 197.6

　不陸整正工 　補足材 t=4cm ㎡ 197.6 197.6

実線 (白色)

　区画線設置工 幅15cm ｍ 28.7 28.7

実線 (黄色)

幅15cm ｍ

実線 (白色)

幅30cm ｍ

破線 (白色)

幅30cm ｍ 3.5 3.5

グリーンベルト

幅30㎝換算 ｍ 28.7 28.7
矢印・記号・文字（白色）

幅15㎝換算 ｍ

備　考



本　復　旧

不陸整正 舗装版切断工 舗装版破砕工

撤去舗装厚 再生細粒度 再生密粒度 排水性As 再生粗粒度 再生粗粒度 ｔ=15cm以下 ｔ≦15cm 全体 仮復旧分控除 計
（cｍ） t=3cm t=5cm t=5cm t=5cm t=10cm （ｍ2） （ｍ） （ｍ2） （ｍ3） （ｍ3） （ｍ3）

全面復旧
市道車道① 5 25.25 25.25 3.65 25.25 1.26 1.26

市道車道② 5 16.17 16.17 16.17 0.81 0.81

市道車道③ 5 156.17 156.17 3.87 156.17 7.81 7.81

197.6 197.6 7.5 197.6 9.9 9.9

Asガラ処分工

計

本復旧表層工
舗装種別 備　考

本復旧基層工



実線(白色) 実線(黄色) 実線(白色) 破線(白色) グリーンベルト 矢印・記号・文字
場所 幅15cm 幅15cm 幅30cm 幅30cm 幅30cm 幅15cm換算 摘要

(ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ)

路側帯 28.67

ドットライン 3.50

グリーンベルト 28.67

計 28.7 3.5 28.7

　区画線設置


